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日
本
建
設
業
連
合
会
(
日

建
連
、
中
村
満
義
会
長
)
は
、

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た

災
害
廃
棄
物
の
処
理
業
務
が

凶
年
度
末
で
ほ
ぼ
完
了
し
た

の
を
受
け
、
実
際
に
処
理
業

務
に
携
わ
っ
た
担
当
者
に
よ

る
座
談
会
を
3
月
幻
自
に
都

内
で
聞
い
た
。
苦
労
し
た
点

や
地
元
へ
の
貢
献
策
、
将
来

予
測
さ
れ
る
災
害
へ
の
教
訓

@
提
雷
な
ど
生
の
声
を
集
め

る
の
が
目
的
。
復
旧
。
復
興

特
別
対
策
委
員
会
災
害
廃
棄

物
部
会
が
ま
と
め
る
報
告
書

に
収
録
し
、
今
後
に
生
か
し

て
い
く
考
え
だ
。

参
加
し
た
の
は
、
岩
手
県

の
久
慈
と
山
田
両
地
区
を
担

当
し
た
大
塚
義
一
(
奥
村

組
)
、
宮
城
県
石
巻
ブ
ロ
ッ

ク
事
務
所
次
長
の
青
山
和
史

(
鹿
島
)
、
同
県
岩
沼
処
理

区
副
所
長
の
砂
山
浩
紀
(
安

藤
ハ
ザ
マ
)
、
岡
県
山
元
一
地

区
所
長
の
前
田
茂
樹
(
フ
ジ

タ
)
、
岡
県
南
三
陸
処
理
区

所
長
の
太
田
美
喜
夫
(
清
水

建
設
)
、
岡
県
名
取
処
理
区

副
所
長
の
永
野
心
治
(
西
松

'!Ii!> 

ぞ将来に生声
/

現場の生
建
設
)
、
両
県
亘
理
地
区
副

所
長
の
新
開
千
弘
(
大
林
組
)

l
の
7
氏
。
同
部
会
幹
事
長

の
児
島
彰
氏
(
清
水
建
設
)

が
進
行
役
を
務
め
た
。

津
波
に
襲
わ
れ
た
沿
岸
地

域
で
は
、
が
れ
き
な
ど
の
廃

棄
物
が
大
量
に
発
生
。
「
当

初
想
定
し
て
い
た
処
理
量
が

倍
に
な
っ
た
」
(
永
野
氏
)

と
い
う
地
区
も
あ
り
、
廃
棄

物
の
量
を
的
確
に
推
定
で
き

る
方
法
の
確
立
を
求
め
る
声

が
上
が
っ
た
。
「
津
波
被
害

を
受
け
た
粘
性
の
高
い
廃
棄

物
の
選
別
が
大
変
だ
っ
た
」

(
青
山
氏
)
、
「
高
度
な
選

別
処
理
シ
ス
テ
ム
が
必
要
だ

っ
た
」
(
大
塚
氏
)
な
ど
処

理
で
苦
労
し
た
点
を
振
り
返

る
意
見
も
あ
っ
た
。

「
処
理
し
た
再
生
資
材
の

利
用
先
が
決
ま
ら
ず
、
佼
置

き
場
が
山
に
な
っ
て
い
る
」

(
新
開
氏
)
と
い
う
地
域
も

あ
り
、
再
生
資
材
の
活
用
法

を
確
立
す
る
必
要
性
で
参
加

者
の
意
見
が
一
致
し
た
。

一
方
、
洗
浄
や
選
別
な
ど

業
務
に
は
特
殊
な
技
術
。
技

能
が
不
要
な
た
め
、
「
地
元

の
人
が
外
に
出
て
作
業
す
る

誠
環
境
を
提
供
で
き
た
」
(
前

似
田
氏
)
と
の
声
も
多
か
っ
た
。

沼
「
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
す
る
た

-
一
め
受
注
か
ら
処
理
開
始
ま
で

鼠
半
年
か
か
る
が
、
受
注
後
す

永
ぐ
に
地
元
に
入
っ
て
が
れ
き

風
の
運
搬
を
始
め
た
」
(
太
田

新
氏
)
、
「
地
元
の
F
M放
送

由
一
一
を
通
じ
て
処
理
業
務
の
進
ち

児
よ
く
状
況
を
発
信
し
て
い

喝
た
」
(
砂
山
氏
)
な
ど
地
元

在
へ
の
貢
献
を
振
り
返
る
意
見

も
出
さ
れ
た
。

将
来
予
測
さ
れ
る
災
害
へ

の
教
訓
と
し
て
、
新
開
氏
は

「
発
生
地
域
の
環
境
に
マ
ッ

芯
チ
し
た
や
り
方
が
あ
る
。
地

似
完
と
ど
う
接
し
、
要
望
を
す

探
く
い
上
げ
て
い
く
か
が
大
事

プ
だ
」
と
強
調
。
永
野
氏
は

山
「
廃
棄
物
の
性
状
を
い
か
に

青
早
く
把
握
で
き
る
か
が
、
そ

臥
の
後
の
業
務
の
カ
ギ
を
鑑

砂
る
」
と
指
摘
し
た
。
砂
山
氏

凪
も
「
扱
う
量
が
見
え
な
い
仕

前
事
。
や
り
な
が
ら
考
え
る
し

一
も
か
な
い
。
そ
の
中
で
想
定
外

志
を
つ
く
ら
ず
に
や
り
き
る
こ

と
が
重
要
だ
」
と
話
し
た
。

太
田
氏
は
「
今
回
の
現
場

に
は
若
い
人
た
ち
が
少
な
か

っ
た
。
こ
こ
で
得
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
ど
う
残
し
、
伝
え
て
い

く
か
が
大
事
だ
」
と
指
摘
。

前
田
氏
は
建
設
業
が
災
害
発

生
直
後
か
ら
業
務
に
当
た
っ

た
こ
と
に
触
れ
、
「
作
業
員

た
ち
の
避
難
場
所
の
確
保
が

必
要
だ
。
処
理
場
用
に
取
得

し
て
い
た
土
地
を
(
災
害
後
)

当
面
は
建
設
業
者
の
避
難
場

所
に
使
う
こ
と
も
考
え
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
提
案
し
た
。

大
塚
氏
は
「
『
も
っ
と
早

く
こ
う
や
っ
て
お
け
ば
』
と

い
う
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

る
。
得
ら
れ
た
知
見
、
皮
省

や
課
題
を
事
前
準
備
に
役
立

て
、
広
く
一
般
に
も
発
信
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
」
と

訴
え
た
。
「
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
を
次
に
生
か
す
の
が
わ
れ

わ
れ
の
宿
題
」
と
強
調
し
た

青
山
氏
は
、
一
連
の
処
理
業

務
を
通
じ
て
「
ゼ
ネ
コ
ン
だ

な
く
て
は
成
し
得
な
か
っ

た
。
そ
れ
を
ど
ん
ど
ん
ア
ピ

ー
ル
し
、
災
害
時
は
ま
ず
建

設
業
と
な
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。
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